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＜環境の保全の見地からの意見＞ 

事業実施想定区域内には、昔から地元の登山愛好者に親しまれている登山道が存在してい

ます。市間山、立岩山、湯来冠山への登山道です。また、市間山と立岩山の縦走路は知られざ

るブナの聖地にもなっています。（添付資料＊1～4 参照） 

環境影響調査項目の「人と自然との触れ合いの活動の場」に「登山道」も含まれるというのが

現在の環境省の見解（添付資料＊5 参照）です。従って、今回の事業実施により、工事中も含

めこれらの貴重な登山道とその周辺の山岳自然が損壊されることに反対します。 

 

添付資料（写し） 

 ＊１ 分県登山ガイド 33 「広島県の山」 山と渓谷社 2018 年 4 月初版第１刷発行 

     「市間山・立岩山」（P.62～63） 

 ＊2 「ちゅうごく山歩き Vol.1」 中国新聞社 2013 年 6 月発行 

     「湯来冠山」（P.30） 

 ＊3 「ちゅうごく山歩き Vol.2」 中国新聞社 2014 年 7 月発行 

     「立岩山・市間山」（P.20） 

 ＊4 「中四国 9 県 里地・里山を歩こう パート 2」 南々社 2015 年 3 月発行 

     「市間山のブナ林」（P.24～25） 

 ＊5「太陽光発電の環境配慮ガイドライン」 令和 2 年 3 月 環境省 

     「8．自然との触れ合いの活動の場」（P.35） 








